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(57)【要約】
【課題】導光装置の表面の鏡体の周囲に均一かつ柔らか
な光線を照射する発光レンズ構造を提供する。
【解決手段】発光レンズ構造２は、ケーシング２１、導
光装置２２及び鏡体２３を備える。ケーシング２１には
、収容空間２１１が凹設され、少なくとも１つの表面が
開放表面２１２に形成される。開放表面２１２は、収容
空間２１１と連通する。ケーシング２１の収容空間２１
１は、導光領域及び鏡面領域を含む。導光装置２２は、
導光板２２１と、導光板２２１の少なくとも一側に設け
られた発光部材２２２とを含み、ケーシング２１の収容
空間２１１の導光領域に配設される。鏡体２３は、鏡面
２３２を含み、収容空間２１１の鏡面２３２領域に接続
され、鏡体２３の少なくとも一側には、導光板２２１に
光線を放射する開放表面２１２が形成され、開放表面２
１２から鏡面２３２が露出される。
【選択図】図２Ａ
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　ケーシング、導光装置及び鏡体を備えた発光レンズ構造であって、
　前記ケーシングには、収容空間が凹設され、少なくとも１つの表面が開放表面に形成さ
れ、前記開放表面は、前記収容空間と連通し、前記ケーシングの前記収容空間は、導光領
域及び鏡面領域を含み、
　前記導光装置は、導光板と、前記導光板の少なくとも一側に設けられた発光部材と、を
含み、前記ケーシングの前記収容空間の前記導光領域に配設され、
　前記鏡体は、鏡面を含み、前記収容空間の前記鏡面領域に接続され、前記鏡体の少なく
とも一側には、前記導光板に光線を放射する開放表面が形成され、前記開放表面から前記
鏡面が露出されることを特徴とする、
　発光レンズ構造。
【請求項２】
　前記ケーシングの前記収容空間内の前記導光領域と前記鏡面領域とが互いに隣接するよ
うに設けられると、前記導光装置の前記導光板と前記鏡体の少なくとも一側とが並列に設
けられ、前記鏡体の少なくとも一側から前記導光板が露出されることを特徴とする請求項
１に記載の発光レンズ構造。
【請求項３】
　前記ケーシングの前記収容空間内の前記導光領域と前記鏡面領域とが重ねられると、前
記鏡体の前記鏡面が前記導光装置の前記導光板の面積より小さい面積を有するため、前記
鏡体が前記導光板の表面に重ねられて固着されると、前記鏡体の前記鏡面の少なくとも一
側には、前記開放表面からの光線を放射する前記導光板が形成されていることを特徴とす
る請求項１に記載の発光レンズ構造。
【請求項４】
　前記鏡体は、透光性ガラスと、前記透光性ガラスの表面に電解めっきした鏡面と、を含
み、前記鏡面が前記透光性ガラス及び前記導光板の面積より小さい面積を有するため、前
記導光板からの光線が前記透光性ガラスを透過して放射されることを特徴とする請求項３
に記載の発光レンズ構造。
【請求項５】
　前記ケーシングは、上ケーシング及び下ケーシングを含み、前記上ケーシングと前記下
ケーシングとは、端縁に設けられた枢軸を介して互いに枢着され、前記上ケーシングと前
記下ケーシングとを互いに対向させて重ねると、前記上ケーシング及び前記下ケーシング
中に収容空間が画成され、前記上ケーシングの前記収容空間中には、前記導光装置及び前
記鏡体を収容して位置決めする導光領域及び鏡面領域が形成され、前記鏡体の前記鏡面の
少なくとも一側には、前記開放表面から光線を放射する前記導光板が設けられ、前記下ケ
ーシングの前記収容空間中には、電源モジュールが配設され、前記電源モジュールには、
接続された前記導光装置に電源を供給し、前記下ケーシングの外壁面には、前記電源モジ
ュールが電気的に接続されるＵＳＢポートが形成され、前記ＵＳＢポートを介して外部電
源を供給し、前記電源モジュールを充電することを特徴とする請求項１に記載の発光レン
ズ構造。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、発光レンズ構造に関し、特に、鏡体に導光装置を組み合わせてＬＥＤを用い
た導光技術を利用し、導光材料中へ導入した光線を屈折させて放射し、鏡体に対して光学
補償を行う発光レンズ構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　鏡は、身なりを整えたり見た目の清潔さを保つために用い、容易に携行して何時でも使
用できるように改良された化粧鏡として製造された鏡が市販されている。鏡の使用では、
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場所、時間などの制限は受けないが、明るさが不足した暗い場所でも化粧鏡が使用できる
ように、照明設備が取り付けられた化粧鏡もあった。
【０００３】
　図１に示す従来技術のように、化粧鏡１の照明装置１１が化粧鏡１の外部に設置されて
いる場合、照明装置で現在広く使用されているＬＥＤが小単位で高輝度であるという特性
を有するため、照明装置をオンすると、光学補償された光線が不均一となる上、ユーザの
顔に光線が直接照射され、強すぎる光線により目を傷めてしまう状況が発生する虞があっ
た。
【０００４】
　そのため、鏡体に導光装置を結合して発光レンズ構造を構成し、導光装置上のＬＥＤか
ら出射される光線が導光材料に導入され、導光材料の内部から光線が発散され、導光装置
の表面に設けた鏡体により、鏡体の周囲の光線を均一で柔らかくする発光レンズ構造が求
められていた。
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００５】
　本考案の第１の目的は、鏡体に導光装置が結合され、ケーシング中に発光レンズ構造が
形成され、導光装置が透光効果を有するため、光学補償の光線が導光装置の底部から放射
されると、導光装置の表面の鏡体の周囲に均一かつ柔らかな光線を照射する発光レンズ構
造を提供することにある。
　本考案の第２の目的は、ＬＥＤの消費電力が少なく小型である特性を有し、導光装置の
導光技術を利用し、暗い場所でも均一かつ柔らかな光線を照射することができる発光レン
ズ構造を提供することにある。
　本考案の第３の目的は、電源モジュールを結合し、ＵＳＢケーブルにより繰り返して充
電して環境汚染を防ぐことができる発光レンズ構造を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するために、本考案の第１の形態によれば、ケーシング、導光装置及び
鏡体を備えた発光レンズ構造であって、前記ケーシングには、収容空間が凹設され、少な
くとも１つの表面が開放表面に形成され、前記開放表面は、前記収容空間と連通し、前記
ケーシングの前記収容空間は、導光領域及び鏡面領域を含み、前記導光装置は、導光板と
、前記導光板の少なくとも一側に設けられた発光部材と、を含み、前記ケーシングの前記
収容空間の前記導光領域に配設され、前記鏡体は、鏡面を含み、前記収容空間の前記鏡面
領域に接続され、前記鏡体の少なくとも一側には、前記導光板に光線を放射する開放表面
が形成され、前記開放表面から前記鏡面が露出されることを特徴とする発光レンズ構造が
提供される。
【０００７】
　前記ケーシングの前記収容空間内の前記導光領域と前記鏡面領域とが互いに隣接するよ
うに設けられると、前記導光装置の前記導光板と前記鏡体の少なくとも一側とが並列に設
けられ、前記鏡体の少なくとも一側から前記導光板が露出されることが好ましい。
【０００８】
　前記ケーシングの前記収容空間内の前記導光領域と前記鏡面領域とが重ねられると、前
記鏡体の前記鏡面が前記導光装置の前記導光板の面積より小さい面積を有するため、前記
鏡体が前記導光板の表面に重ねられて固着されると、前記鏡体の前記鏡面の少なくとも一
側には、前記開放表面からの光線を放射する前記導光板が形成されていることが好ましい
。
【０００９】
　前記鏡体は、透光性ガラスと、前記透光性ガラスの表面に電解めっきした鏡面と、を含
み、前記鏡面が前記透光性ガラス及び前記導光板の面積より小さい面積を有するため、前
記導光板からの光線が前記透光性ガラスを透過して放射されることが好ましい。
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【００１０】
　前記ケーシングは、上ケーシング及び下ケーシングを含み、前記上ケーシングと前記下
ケーシングとは、端縁に設けられた枢軸を介して互いに枢着され、前記上ケーシングと前
記下ケーシングとを互いに対向させて重ねると、前記上ケーシング及び前記下ケーシング
中に収容空間が画成され、前記上ケーシングの前記収容空間中には、前記導光装置及び前
記鏡体を収容して位置決めする導光領域及び鏡面領域が形成され、前記鏡体の前記鏡面の
少なくとも一側には、前記開放表面から光線を放射する前記導光板が設けられ、前記下ケ
ーシングの前記収容空間中には、電源モジュールが配設され、前記電源モジュールには、
接続された前記導光装置に電源を供給し、前記下ケーシングの外壁面には、前記電源モジ
ュールが電気的に接続されるＵＳＢポートが形成され、前記ＵＳＢポートを介して外部電
源を供給し、前記電源モジュールを充電することが好ましい。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】従来の発光装置を有する鏡体を示す斜視図である。
【図２Ａ】本考案の第１実施形態に係る発光レンズ構造を示す分解斜視図である。
【図２Ｂ】本考案の第１実施形態に係る発光レンズ構造を示す斜視図である。
【図２Ｃ】本考案の第１実施形態に係る発光レンズ構造のケーシングを示す断面図である
。
【図３Ａ】本考案の一実施形態に係る発光レンズ構造の導光装置及び鏡体を示す模式図で
ある。
【図３Ｂ】本考案の一実施形態に係る発光レンズ構造の導光装置及び鏡体を示す模式図で
ある。
【図３Ｃ】本考案の一実施形態に係る発光レンズ構造の導光装置及び鏡体を示す模式図で
ある。
【図４Ａ】本考案の第２実施形態に係る発光レンズ構造を示す分解斜視図である。
【図４Ｂ】本考案の第２実施形態に係る発光レンズ構造を示す斜視図である。
【図５】本考案の第３実施形態に係る発光レンズ構造を示す模式図である。
【図６Ａ】本考案の第４実施形態に係る発光レンズ構造を示す分解側面図である。
【図６Ｂ】本考案の第４実施形態に係る発光レンズ構造を示す側面図である。
【図７】本考案の第５実施形態に係る発光レンズ構造を示す分解斜視図である。
【図８Ａ】本考案の第６実施形態に係る発光レンズ構造を示す平面図である。
【図８Ｂ】本考案の第６実施形態に係る発光レンズ構造のケーシングを示す平面図である
。
【図９Ａ】本考案の第７実施形態に係る発光レンズ構造を示す斜視図である。
【図９Ｂ】本考案の第７実施形態に係る発光レンズ構造の発光領域及びレンズ面領域を示
す断面図である。
【図９Ｃ】本考案の第７実施形態に係る発光レンズ構造の発光領域及びレンズ面領域を示
す模式図である。
【考案を実施するための形態】
【００１２】
　以下、本考案の実施形態について図に基づいて説明する。なお、これによって本考案が
限定されるものではない。
【００１３】
（第１実施形態）
　図２Ａ～図２Ｃを参照する。図２Ａは、本考案の第１実施形態に係る発光レンズ構造を
示す分解斜視図である。図２Ｂは、本考案の第１実施形態に係る発光レンズ構造を示す斜
視図である。図２Ｃは、本考案の第１実施形態に係る発光レンズ構造のケーシングを示す
断面図である。
　図２Ａ～図２Ｃに示すように、本考案の第１実施形態に係る発光レンズ構造は、少なく
ともケーシング２１、導光装置２２及び鏡体２３から構成される。ケーシング２１には、
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収容空間２１１が凹設され、少なくとも１つの表面が開放表面２１２に形成されている。
開放表面２１２は、収容空間２１１と連通する。ケーシング２１の収容空間２１１には、
導光領域２１１１及び鏡面領域２１１２が含まれる。
【００１４】
　導光装置２２は、ケーシング２１の収容空間２１１の導光領域２１１１に配設されると
ともに、導光板２２１と、導光板２２１に配設された少なくとも一側に設けられる発光部
材２２２と、を含む。発光部材２２２は、回路基板２２２１と、回路基板２２２１上に配
設されたＬＥＤ２２２２と、を含む。
　回路基板２２２１に電力が供給されると、ＬＥＤ２２２２が発光する。鏡体２３は、基
材２３１と、透光性ガラス表面に電解めっきした鏡面２３２とを含む。鏡体２３は、ケー
シング２１の収容空間２１１の鏡面領域２１１２に接続される。鏡体２３がケーシング２
１の開放表面２１２から露出されているため、発光部材２２２が発光すると、透光効果を
有する導光板２２１を光線が透過し、鏡体２３の周囲の光線が均一かつ柔らかになる。
【００１５】
　図２Ｂを参照する。図２Ｂに示すように、ケーシング２１の壁面には、電源供給ポート
２１３が形成される。電源供給ポート２１３は、発光部材２２２の回路基板２２２１と接
続される。電源供給ポート２１３は、電源が供給されるＵＳＢポートでもよい。
【００１６】
　鏡体２３が導光装置２２の導光板２２１の面積より小さい面積を有するため、鏡体２３
がケーシング２１の収容空間２１１の鏡面領域２１１２に結合されると、導光装置２２の
導光板２２１が鏡体２３の何れかの側部から露出される（例えば、図３Ａに示すように鏡
体２３の上側、左側及び右側から導光板２２１が露出されたり、図３Ｂに示すように、鏡
体２３の上側から導光板２２１が露出されたり、図３Ｃに示すように、鏡体２３の左側及
び右側から導光板２２１が露出されたりする）。
　図３Ａ～図３Ｃに示すように、鏡体２３の位置に応じて効果が変化する。例えば、導光
板２２１を透過する鏡体２３からのバックライト光線は、導光板２２１の様々な位置に応
じて異なる効果が得られる。
【００１７】
（第２実施形態）
　図４Ａ及び図４Ｂを参照する。図４Ａ及び図４Ｂに示すように、本考案の第２実施形態
に係る発光レンズ構造は、鏡体２４の鏡面２４２が透光性ガラス２４１の面積より小さい
面積を有するため、発光部材２２２が発光すると、導光板２２１を光線が透過し、鏡面２
４２が透光性ガラス２４１の面積より小さい面積を有するため、導光板２２１を透過した
光線が透光性ガラス２４１から出射される点が第１実施形態と異なる。
【００１８】
（第３実施形態）
　図５を参照する。図５に示すように、本考案の第３実施形態に係る発光レンズ構造は、
透光性ガラス２４１の周囲表面上に、非透光性の飾り層２４３が電解めっきされ、組み合
わされた後、飾り層２４３により導光板２２１の周囲が遮られるため、導光板２２１の周
囲がケーシング２１の開放表面から露出されていない点が第１実施形態と異なる。
【００１９】
（第４実施形態）
　図６Ａ及び図６Ｂを参照する。図６Ａ及び図６Ｂに示すように、本考案の第４実施形態
に係る発光レンズ構造のケーシング２５は、階段状構造を有し、導光装置２２及び鏡体２
３がケーシング２５の開放表面２５１を介してケーシング２５の収容空間２５２内へそれ
ぞれ挿入されるため、発光部材２２２が発光すると、導光装置２２の導光板２２１により
鏡体２３へ向けて光線が出射され、均一かつ柔らかな光が放射される。
【００２０】
（第５実施形態）
　図７を参照する。図７に示すように、本考案の第５実施形態に係る発光レンズ構造は、
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ケーシング２５の壁面と収容空間２５２の導光領域とが連通された箇所には、挿入口２５
３が形成されているため、導光装置２２が挿入口２５３に挿設され、ケーシング２５の収
容空間２５２の導光領域中に位置決めされる。
【００２１】
　本考案の第１実施形態～第５実施形態では、ケーシング２１の収容空間２１１内の導光
領域２１１１と鏡面領域２１１２とを重ねて設置し、鏡体２３の鏡面２３２の面積が導光
装置２２の導光板２２１の面積より小さいとき、鏡体２３を導光板２２１の表面に重ねて
固着させると、鏡体２３の鏡面２３２の少なくとも一側には、開放表面２１２を介して光
線を放射する導光板２２１が配設されるが、上述したように重ねる方式以外に、導光領域
２１１１と鏡面領域２１１２とを互いに隣り合わせて設置する方式を採用してもよい。
【００２２】
（第６実施形態）
　図８Ａ及び図８Ｂを参照する。図８Ａ及び図８Ｂに示すように、本考案の第６実施形態
に係る発光レンズ構造は、導光装置２２の導光板２２１が、鏡体２３の一側に隣接するよ
うに設置されているため、鏡体２３の少なくとも一側には、導光板２２１が露出されるよ
うに形成されている。
【００２３】
（第７実施形態）
　図９Ａ～図９Ｃを参照する。図９Ａ～図９Ｃに示すように、本考案の第７実施形態に係
る発光レンズ構造は、ケーシング２６が上ケーシング２６１及び下ケーシング２６２から
構成される。
　上ケーシング２６１と下ケーシング２６２とは、端縁に設けられた枢軸２６３を介して
互いに枢着され、ケーシング２６１，２６２を互いに対向させて重ねると、上ケーシング
２６１及び下ケーシング２６２中に収容空間が画成される。上ケーシング２６１の収容空
間中には、導光板２７１及びＬＥＤ２７２を有する導光装置２７と、透光ガラス２８１及
び鏡面２８２を含む鏡体２８と、を収容して位置決めする導光領域及び鏡面領域が形成さ
れ、鏡体２８の鏡面２８２の少なくとも一側には、開放表面２１２から光線を放射する導
光板２７１が設けられ（導光板２７１上にはドット２７１１が設けられている）、下ケー
シング２６２の収容空間中には、電源モジュール２６２１が配設されている。
　電源モジュール２６２１には、導光装置２７が接続され、導光装置２７に電源を供給し
、下ケーシング２６２の外壁面には、電源モジュール２６２１と電気的に接続されたＵＳ
Ｂポート２６４が形成され、このＵＳＢポート２６４を介して供給された外部電源により
電源モジュール２６２１を充電し、使用する際、電源制御スイッチ２６２２をオンすると
電源モジュール２６２１からＬＥＤ２７２へ電源が供給されて発光する。
【００２４】
　本考案の発光レンズ構造は、従来技術と比べて以下（１）～（３）の長所を有する。
（１）鏡体に導光装置が結合され、ケーシング中に発光レンズ構造が形成され、導光装置
が透光効果を有するため、光学補償の光線が導光装置の底部から放射されると、導光装置
の表面に結合された鏡体の周囲に均一かつ柔らかな光線を照射することができる。
（２）ＬＥＤの少ない消費電力及び小型の特性を有し、導光装置の導光技術を利用し、暗
い場所でも均一かつ柔らかな光線を照射することができる。
（３）電源モジュールを結合し、ＵＳＢケーブルにより繰り返して充電することができる
ため環境汚染を防ぐ発光レンズ構造を提供することにある。
【００２５】
　当該分野の技術を熟知するものが理解できるように、本考案の好適な実施形態を前述の
通り開示したが、これらは決して本考案を限定するものではない。本考案の主旨と領域を
逸脱しない範囲内で各種の変更や修正を加えることができる。従って、本考案の実用新案
登録請求の範囲は、このような変更や修正を含めて広く解釈されるべきである。
【符号の説明】
【００２６】
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１　　　　化粧鏡
２　　　　発光レンズ構造
１１　　　照明装置
２１　　　ケーシング
２２　　　導光装置
２３　　　鏡体
２４　　　鏡体
２５　　　ケーシング
２６　　　ケーシング
２７　　　導光装置
２８　　　鏡体
２１１　　収容空間
２１２　　開放表面
２１３　　電源供給ポート
２２１　　導光板
２２２　　発光部材
２３１　　基材
２３２　　鏡面
２４１　　透光性ガラス
２４２　　鏡面
２４３　　飾り層
２５１　　開放表面
２５２　　収容空間
２５３　　挿入口
２６１　　上ケーシング
２６２　　下ケーシング
２６３　　枢軸
２６４　　ＵＳＢポート
２７１　　導光板
２７２　　ＬＥＤ
２８１　　透光ガラス
２８２　　鏡面
２１１１　導光領域
２１１２　鏡面領域
２２２１　回路基板
２２２２　ＬＥＤ
２６２１　電源モジュール
２６２２　電源制御スイッチ
２７１１　ドット
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【図２Ｂ】 【図２Ｃ】
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【図３Ｃ】 【図４Ａ】
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【図４Ｂ】 【図５】

【図６Ａ】 【図６Ｂ】
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【図８Ｂ】 【図９Ａ】
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